
 

薄川の河川整備計画に関する基本的な考え方 
 

 

 

 薄川を含む松本圏域河川整備計画の計画対象期間を認可後20年間とする。 

 

 この 20 年間に実施する治水対策として河川改修を位置付ける。この河川改修の規模は、既に

改修が完了している上流部の流下能力見合いとし、田川合流部から逢初橋までの約７００ｍ区

間で改修を実施する。 

 

 今回の整備計画期間の後に、次の段階として目指すべき治水安全度を１／８０とし、流域対策

により対応するよう検討を続ける。 

 

 



薄川の河川整備計画（案） 

H.W.L

下流区間　　延長　約１．４ｋｍ
（田川合流点～中林橋）

上流区間　　延長　約２．３ｋｍ
（金華橋～舟付橋）

Ａ区間
（田川合流～JR橋）
L=約200m

Ｂ区間
（JR橋～逢初橋）
L=約500m

Ｃ区間
（逢初橋～中林橋）
L=約700m

Ｄ区間

① 350m3/Sで改修済み。① 350m3/Sで改修済み。① 未改修区間

②根継工　約500m

① 未改修区間

②護岸工　約200m
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中流区間　　延長　約２．２ｋｍ
（中林橋～金華橋）

① 現況流下能力350m3/s以上。
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現況流下能力　350m3/S以上現況流下能力　350m3/S未満
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